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ボーリング柱状図
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栃木県大田原土木事務所 2008-09-06 ～ 2008-09-09
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751.25 0.50 0.50

礫混じり
シルト
(M-G)

750.15 1.10 1.60

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)

749.75 0.40 2.00
風化凝灰
角礫岩
(Tb)

746.73 3.02 5.02

凝灰角礫
岩
(Tb)

暗
褐

暗
褐

青灰

青
緑
灰

中
ぐ
ら
い

植物根混じりでやや有機質呈す
少量小礫混じる

礫はφ2～50mm程度の角礫主体で
ある
全体に粘土の混入が多い

風化が著しく,コアは土砂状～細礫
状を呈す
亀裂間隔は概ね30～50cm以上でコ
アは棒状コアとなる
亀裂は密着している
φmax400mm大の角礫を取り込ん
でいる
全体に捕獲礫の混入多い
岩の硬さは堅硬で比較的新鮮であ
る
岩級区分はCM～CHクラスに相当
する
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